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囑｛継磁：騰轟聡簾醸八
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1一太陽と月（天室の明暗）
　　　太　　陽

ノ　　へ　日出（星座）日淡

時分（かに）時分
5　6　　ク　　　7　0

5　9　　ク　　　655

513（し　s）　650

517　i一　645
521　　ク　　　639

525　　ク　　　632

528　　ク　　　626

月

訳出　（星　座）　月笈

時分　　　　　　時分

1520　（さそり）　一
19　32　　（や　　ぎ）　　　5　40

2149　（う　を）　U　5

027　（う　　し）　ユ553

525　（し　N）　1849

2247　（をとめ）　2112

1610　（い　て）　052

　　　　　　象
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月齢

　日

8．9

13．9

18，9

23，9

28．9
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山・相1

○満月6日4時32分

〔D下弦13日12時49分

●i薪月21日14時48分

遅）上弦28日19日寺13分

時　分
8一　天王星停留・1時43分，＋10。0ノ，夜明の星・光度6・】度
4一金星（北38！）と海王星の合金星は光度負3・3等で獅子座ρ星の近くを順

　　行中．太陽より2時間程遅れて没す・
455土星（北30！）と月と合．月の牛経は約16／20”であるから満月に近）・，月の

　　　南に月の牟七一離れて土星が見える・
8一土星の醤衝光度はO．4等で山羊のe星の近くにある．三夏の夜の事では

　　　あるし観望に最もよい・北極に近く水色の帯が見える・赤道の白く輝く帯
　　　と其のすぐ北の回1掃帯にある灰色の椿はよいコントラストをなしてみる・
　　　6日頃から16日頃迄一年中で最も著しい流星雨がペルセウス座を中心と
　　　して流れ’るからぜひ見られたい・
16一水星の停留夜あけ前一時間程見える・蟹座θの附近・光度0等・
2054天王星（南5。34ノ）と月と合
29一金星（南6，）と木星との合・望遠鏡でみると同一観野にこの明るい星が2
　　　つ見える・木星も當分の間お別れである・
8一水星が西に離角・但18037！であまり著し）・離角ではな）・・

25　4　水星（南2。31！）と月との合・

一一
@余環食午後0時55分カイロの西にはじまり裏海の南を隔り印度の上蔀

　　　を抜け，マレ1牛島の北の海上をはしり濠洲北部にあがり濠洲の＃ヒ部を通
　　　り抜けたところで4時42分に終る，我國では午後3時頃朝鮮の大部分と九州
　　　奎濁でわずかに見えよう．
1420海モ星（北203つと月の合・
2245木星（北4。2つと月の合
ll　6金星（北4。14つと月の合
1020火星（北4。36ノ）と刀と合・火星は月末にスピカの東方工0つほどの所迄進む・
14　　一　 水星オ｛近日黒占・

　　　流星　　　8刀一9月　魚座Y緩，微
　　　　　　　　6月一8月　セブエη速　　　　中旬一下旬　白鳥乳速



32？，

　　　　　　　　　　　八月の夜の天壌

　　　　　　　　　　　（恒星時Sidereal　Time　14H寺）

．日本の中央部（京阪神地方）で

　　　　　　　8月1日ならば午後9時　15日ならば午後8時

東京は約15分早く，福岡は約20分遅く現はる

但し時刻は日本鹿央標準時
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皿【一八月の天聴
　大熊小熊．之は誰でも知ってみる・大熊の北斗は柄を上にしてたれさがってみる，ひ

しゃくの頭にあたる星，βを東の方に延してゆくと北極星が見つかる．北極星は2等星

であるが小さな星で少しくもやのある日等にはあまり大きな期待をかけて探してみる

と中々見出しにくい事がある・北斗の柄はまっすぐなってみないで少しく曲ってみる

この曲った線をずっとのばすと西の空に黄色な輝いた一等塩が見られる．之が牛飼の

α星で名前にア！クツラスといふ．

　i琴白鳥鷲天頂から東にかけて3つの一等星が大きな直角三角形を形造ってみる．こ

のうち天頂に近いものが織女星（ベガ）南方に銀河をへだて㌧見えるのが牽牛（アルタ

イル）である・銀河にひたった淺りの一つは白鳥座の星ヂネブであって之を頭として

牽牛織女の中間に迄のびた大きな十字架がすぐに連想される・

　蝿射手．天頂から南に下るぼど銀河はこゆくなってみる．南にある赤い一等星は支

那でV・ふ大火．蜴座㏄星である・この星を見てみると附近の星と共に尾をまげた毒虫

の形がありありと想像出職る．蜴の東に．二等星が一つらなりになって見え銀河は最も

濃い．これが射手座であって双眼鏡でもむけるなれば必ずごつ三つの星圖や星雲が親

野に見えよう・射手座には銀河系の中心がある・

　秋の星夜がふけると秋の星が束にのぼってくる・W字形のカシオペヤ座や雫行四

邊形のベガス・がそれである・早起きの人は夜明．け前にカペラやプレヤデスも相當高

く，水ZF線に昇ってきたばかりのオリオンをみとめ得るだろう・


